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発刊のことぱ

原昭夫(昭 4 1 ) 

伊東先生退官の記念誌がようやく発刊の運びとなりました。

表題にあり主すように、伊東先生は昭和 38年に岩手大学農学部に

着任され、それ以来 35年間、研究と我々の指導に当たられました。

研究室の名前は農産製造研究室から食品化学研究室へと変遷はしまし

たが、この問、卒論・修論等でお世話になった者は 200人余にもの

ぼります。様々な学生がいてさぞかし大変だったことと思いますが、

一人ひとり暖かくご指導下さいましたことに対して改めて御礼申し上

げる次第です。

さて、本記念誌の発刊は伊東先生の退官に当たり我々が企画したも

のですが、先生のたっての希望で、研究室を巣立った我々の記念誌の

意味合いも込めて制作することとしました。その点からすると、寄稿

数がややもの足りませんが、しかし、掲載した卒論・修論等のテー?

をみれば、それだけでも各人それぞれの学生時代を思い出し、十分価

値があるものと思います。

先生の寄稿を拝読して、先生が我々に見せることのなかったご苦労

の一端を改めて知りました。先生への感謝と今後のご健勝を願わずに

はいられません c

終わりに、この記念誌の刊行に際して、お骨折りを頂いた小野先生

を始め事務局各位に心から感謝の意を表し、発刊のことばといたしま

すむ
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私の学校生活

1Jt東哲議

1 .児童、生穂、学生時代

私どもの世代の子供時代は しく、幼稚冨iこ遠雷する子はぷリートで

ありました。私は下町の議築家の小体でしたから、その擦なこととは無縁で、昭

和 14年に小学校に入学したと舎は、 6年鰐も学校に宥かなiすればならない(

時は義務教育が小学校のみでした)、それまでの街にも束縛されることの北かっ

た「自由」な生活が出来なくなることに恐掃を堂えて、ある意味では暗権たる気

持ちになったものでした。車窓などという書購も知らないのにそんな感じを持っ

たのは、それ以詰都千可に信由であったかと詮うことにも通じるものでしょう。そ

れなのに 60年近く学校から離れられなかったのは大変皮肉なことでありました。

我が家泣きょうだい 6人、 9人家族で家識が忙しく、親は普段子供に構ってい

る壊などなく iまったらかしでありましたので、入学時には全く宇を知らず、き分

の名前すら読めなかったので、下駄箱など分からずに途方に暮れたのが強烈な記

章として覆っておりますっこの当時はすでに日中戦争が始まっており、日用品が

不足になりつつあり、昭和 15停には食料品、繊維類もすべて統叢下iこ震かれ、

士平洋戦争へと突入していくこととなり求した。太平洋戦争が始まった 3年生の

時の担任は現在で言うと暴力教師のタイプで、指題を怒れてはよく震られたもの

です。当時小学生などは学校以外で動強する等という子換辻誌とんどなく、審騒

などもそれほどやらなかった結果のお住麓きでした。先生畠体戦争の重量化ととも

lこ、召集令状と言う葉議事 1設で動員され、

若い女先生〈当時は i日最中学またi立女

の先生が少なくなり、年寄りと

けで代用教員となることが出来

士一年齢から考えると現在の高按 2年生穏葉〉だけになってしまいました。そん

な状現の中で理科教育の患い出として記壌ぷ幾るのは水素ガスを発生させて風船

を欝らませ、皆で空高くと;ませたことくらいです。小学校の後半は太平洋戦争と

ともに冨畏学設と改称され、万毒事が議室人教脊となり、遊びも戦争関連ばかりとな

り、在もひとかどの輩欝少を手となっ

すのだと患い込んでい7をものです。

来は さんになって御国のために尽く



中学入試は幸いにも内申と面接だけでしたので、ほとんど荷の準備もなしに待

とか通過し、入学したものの、上級生の大部分は援農とか工場へ挺身隊として徴

患者れ、おかげで陵られる確率が減ったのは幸いでした号 1年生は長期の搬用か

ら濡れることが出来、持たま軍の為の開難、運送金社の荷役の苧低いなどに行か

される韓還を{これはアルバイトでは者く勤労者ま仕と言う今流には強制的ボラン

イアです)で夏休みが逼ぎていき、 8)守 lお自の敗戦を迎え、一時は伺をすべき

かが全く考えられず、果禁と自を過ごす起々が続きました。敗戦の少し荷台iこは小

樽でも控襲があり、これを機に防火繰作ちのための建物諌輯がはじまり、下町の

中心街の我が家もその対象となって、やむなく隣村に土地を欝り、襲撃築濃のメヲ

ットを生かし、すでに取り壊された家の灘材でバラックの建物を建ててきiっ諮し

した。 r敢り壊す前少しでも貸してくれJと一時的に他人に貸したつもりです

が、取り壊す前に戦争が鞍わって、それでは牒ろうと思っても措臆られ、 5年も

の間関舎の生活を余量なくされることになりました。

戦争が終わって、先生、上毅生会どが擦り、学校らしく立りはしたものの、金

料品はもとよりすべてが不足で、教科番すら半分くらいしかなく、抽選警ではずれ

英鵠の場合、友人から借ちて事意事すなどひどい環境であり、しかも学校由搾

惟レベノレであったので、至極のんきに回

しながら一方、家では日常的には水く

の金活をエンジョイしていました。し

、軒書記号、体自は農{乍業(1茨余の煙

ャガイモを樟えて約100俵 6000kgその他種々読菜類も自給していた)で法主

{動力として期待されていて、これらの労働と夏の水泳(すく?近くが梅で、夏は

4 0おくらい轟呂泳いだ)、学校ではバスケットボーノレに夢中になるなどで青白

い都会の子から詔舎の鰭棄な若者に変身できたと患います弓中三になったとき、

思いがけず、 6 ・3 ・3輯が導入され、母校は薪帝Uct学に格下げとなり、 4年生

以上は新軒高校へ移ると言うドラ?チックな襲曹となりました《それでも翌年は

験で高校に行けるとのこと

は轡いでしたな

の中三の悩みはなく、のんきに過ごせたの

さて高校に入ってみると、そのレベノレの高さ辻想像以上で、大変設ところに来

てしまったとピピッてしまいましたが、先生のレベノレも高く、それ3なりの警力の

結果 1年も軽たぬ内iこ、患だけで、はなく移籍組の大部分はそれぞれのポジション

めるよう iこなったのは繋きでありました。図らずも、これは一つの大きな実

2 -



験となったわけですが、今にして思えば良い先生と学ぶ雰囲気があればごく短時

間で大きな成長が期待できるものだと言うことかと思います。中学に入った頃は

戦時中でもあり軍人となって、 20歳で死ぬと思っており、親たちを悲しませて

いた訳で、大学など考えもしませんでした。下町の住人の中で大学生などは準か

雲の上の人の感じでもありました。

ところが、高校に入ってみるといわゆる受験校でありますから 90%くらいは

進学組で、家の都合で進学をあきらめ、就職した者の中には日銀、富士銀、勧銀

などに入って活躍した人も大勢おります。中でも多かったのは今話題の拓銀組で、

2 0人ほどだったと思います。彼らはすでに退職しているはずで、今回の悲劇に

遭わずにすんだのは幸いと言うべきでしょうか?

元々消極的な性格でしたので、その様な雰囲気の下に、どこか大学となると、

よそに出るなど考えもせず、これをやりたいと言った目標もなく、当時行われて

いた進学適性検査一文部省による一斉テストの先駆けーで惨敗、一浪して翌年何

とか北大の理類に入学する事が出来ました。受験科目としては数学が最大のネッ

クで、国語、英語、社会などは程々やっていれば何とかなるというどちらかと言

えば文系的な傾向の強い人間でありましたが、社会に出てから商社とか銀行とか

その様な住事には多分向いていないことから、引き算で理類とし、後の判断は先

送りとしたのでした。これには理類という何とも広い選択肢が北大にあったのは

幸いでした。水産を除く理、工、農、薬の各学部に行く可能性があり、更に教養

2年終了後医学部受験の道もありました。私は生物が好きでしたが、当時生物を

やっても中学、高校の先生になるのが関の山で、先の見通しが暗く少し興味のあ

った化学との関連で農芸化学へ進みました。

この時期は生物化学のルネッサンスとも言うべき頃で 2年生の後期に助手の先

生主導で Baldwin著 DynarnicAspect of Biochemistryの海賊版の輪読会により

いたく刺激された事が思い出されます。 3年生の夏休みに土壌学研究室と農林省

の共同の土性調査にアルバイトで参加し、北海道の開拓地 3カ所からの試料採取、

これに続く土壌分析で、土壌学に対する興味が深まりましたが、 4年生の時はそ

れにもかかわらず生物化学研究室を選びました。

この当時卒業研究がないという不思議な時代でありましたが、院生の手伝いと
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してハッカの撲を使い、メントールの生合成前駆体としてイソロイシンに自を付

け、遊離アミノ駿を調べることになりました。現住ならアミノ酸アナライザーで

欝単iこ議議まで出来ますが、そのころ普及し始めたベ…パ…クロマトグラフィー

(P P C) での実験でありました。溶媒の糟製から始めましたが、ブ之氏ノ…ノレの

性質令十分知らぬままに通常の蒸留装置を組み立て、蒸留者始めたところコン

ンサ…に結晶が溜まり始め、やがて詰まりそうになり、あわてて冷却水を猿き逆

熱い雑巾で、瞬めるなどするうち、手のあちこちを火装する会ど数々の宥擁であ

り求した。児に角ハッカの葉の抽出物を除タンパタして二次元 PPCι よち得震

か試みたのですが、持軍摸系も余り良くなくテクニックも悪く、しかも自分の卒論

でもないので、入れ込み方も季、蓮で詰まとも会データが出会いままに榛わってし

いまし~。

2. 教員業活礎研究

て語ったこと iこは、前の年から兆しがあったのですが、不況となっ

て説職先が設い!このころは中小企業i立大卒を取らない時代でしたので、ないと

ないので在生しました D 大学院にはわずかに一人が受験する

大事で十分と患われていえ時代でした。たまたま付属農場の助手のポストが空く

というので、苧を挙げたところ採用になってしまったのが運の尽き、今記にヨざる大

師の生活が練く事になったのでした。この職場では非常盤の技官もどきの人

と2入で の生産物の加工を行うのが主な業藁で、躍を昆て研究もするとこ二

した。研究簡では逮中で上司が替わり、しかも入費関径がしっくり行か年い

どで、児るべきものはありませんつ仕事以外で註霊山のおもしろさに爵覚め、職

の山

力的iこ

に入り、学生の山岳スキ一部の合寄に参加したちで、夏冬を詰まつず糖

き四りまし~。

機は1962俸の暮れ岩手大学農芸化学科からの求人で、国らずも蓮聞に来るこ

と やまし

からの

空いている鴇

いの

加の年農芸化学軒で忠男教生務学護産の新設が誌、められ、従来

襲麗のメンバ}すべてがそちらへ移号、当時改組が潜行中の総

講謹の場教授であった小臣官民がポストを持って移る予定で、

私が操揮されたわけですc さて赴佳してみると、講座名だけは

の財産はすべて新講座に持っていってしまったので、生活科学

4 -



講鹿のわずかな財経の 最哲;まiまとんどゼロからのスタートであちました。

初小間切氏のテ…?で研究再開かと考えて来たのですが、好きにしてよろし

いとのことで船任以前心やりかけていた「におい司の事究に著手しました。北大

での後半の仕事は「米飯の替り成分J と言うテーマでありましたが、重運佳の物

を結晶性説話事体として悶定し，分離技術は初期のカラムクロマト、ベータロが

体で、 TCDの低J感度検出器付合ガスクロがかろうじて入ったばかりと言う時

代ですから、桔ゃにおいのきっい捕物の精油成分ならいざ知らず、来のような

おいの薄い試料の分析は東灘のわざで成果の上がらない代表的テーマの一つであ

りました。まとも年爽験ではことごとく失敗で、アミノカノレポニノレ反応頴似のそ

/レ実験を試み、符とかものになるかもしれないといった所からのスタートでし

た。

いガスクロもあちアミノ酸のニンヒドリンとの反広時に生じるにおいの中に

米飯濃部のものがあり、特にブロヲンの場合に米麗類似の顛持がもたれ、その当

特iと出た論文でもトウモロコシ諜のにおいとしてプロリン由来の 1ーピロリンの

記i設があり、米飯の探発地譲績物からガスクロ的に罰じと思われるピークを検出

でき、口

問定にはヨぎり

るにおい成分とし

りンなどが明らか

けましたが、マススベクトルのない時えで辻斡震の

した。それから 10年ほど譲iこ金品或分の部書さにより生じ

1 ピロヲン、知い来の脅宥成分として 2ーアセチルー 1…ピロ

されております

私が赴イモして数ヶ月後、提熱小田罷氏が 2年間護米する事にな号、嘉手の龍一

人のみの講腔となりました。しかも応用生物学講慶の野本教援が翌年害年退官と

立って、それ求で担当していた農産物利用学の講義を命じられ、農化、総農の幾

党の学生を抱えて、しかも講座代表で四苦八苦の 2年間でありましたな小関切

は在米中に教捜に昇任し、予定通り解体した総農から農化に移行して、 2俸と与に

してよう 全ではあるけれど講座らしい形となったわけです。

法し でクロマトグラフィーの主流であった PPCを使用してイチ

ゴの急繋の研究を試み調芸試験場の知人から多数の品種をいただいて、ペラノレゴ

ニニジン 3 グノレコシドとシアニジンー 3ーグ/レコシドの議長比を比較しまた。 PPC

の送車fとした手段とも蓄えるす LC (薄墨クロマト〕が一般化して Cam刊社の猿
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が入り、これを利用して何か出来ないものかと始めたのが唐辛子の色素の研究で

ありました c

当時ルイセンコ学説華やかで、その実践を試みていた笠原先生がトウガラシの

接ぎ穂により確かに形質に変わった品種らしき物が沢山出来ると言うこ止から、

これらの色素の分析を志し、先ず赤い色素の分析で、カプサンチンおよびカプソ

ルピンの脂肪酸エステルが多数検出され、それらの脂肪酸組成を調べるためプレ

パラティブTLCにより各色棄を分離することと言う実際に手を動かす学生にと

って面白くない仕事から始めました。 MS (マススベクトノレ)があれば苦労はわ

ずかでしたが、それもない時代ではかなり大量を処理して分離した色素を加水分

解し、酸性成分をメチル化後GC分析により決めました。この方法は赤い色素の

みを指標としての分離であり、無色あるいは淡色の部分を意識していなかったた

め、純度に問題があり論文止するには至りませんでした。一方多数の品種につい

ての比較分析も行ったのですが、笠原先生の遺伝的分析がうまく行かず、しかも

悪条件として、その当時私自身内地留学でほぼ 1年聞東北大に行ってしまい、ま

ともな指導もできず今でも心苦しく思っております。

内地留学の件はその少し前から関係論文を読むうち NMR，1 R， M Sなどほと

んど理解困難な分析手段が続々と登場し、参考書も出始めたのですが、未だ分か

りやすい物がなく、しかも周囲を見ても教えてくれそうな人はいない、これでは

研究者としてやっていくことも不可能な状態になると言う恐怖感におそわれたの

でした。当時その関係者で知り合いもなく教科書で名前を知っていて、たまたま

植物性エクジソン(脱皮ホノレモン)の研究で新聞に出た中西香蘭氏(現コロンピ

ア大)に直接手紙を書いたところ、あっさり承諾されたものです。もう一つこの

年、修士を終わったばかりの小野伴忠氏が新たにスタッフとなったのが幸いで、

ある意味では気楽に行けたと思川、ます。またこの年はぜンキョウトウの動きがは

げしく、何度も封鎖事件などがあり、しかも途中で中西先生自身がコロンピア大

に転出ということでしたが、一応所期の目的は若いスタッフ止の交流で果たすこ

とが出来、以後の研究の励みになりました。

この様な機器分析の戚力を知って、帰ってすぐ 1R装置を借金して買い入れま

した。おまけに全国的にこの種の機器を各大学に配置するための予算が付くよう
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になり、 NMRが工学部へ、ついでMSが農学蔀に入ちその管理をせざる

得なくなり し?と。このような地方大学、しかも罵露に脊壊イヒ学を手段左する人

の極端にφい場所でしかも人に遅れをとらずに出来る世事を考え、この機器を縫

って有利に腕開できそうな山菜iこ臣者持母ました c 北大にいた填大量のウド会

ち込まれ、ふた味噌(味噌醸造の陣表面が重量イヒなどによち変色するなどし

の製品とはされず、味噌消けなどに供される)で漬けてみた左ころ、たいていの

味噌襲けは番りが棟噌に負けて問じになるのに、このウドそのものの番号安採

して持

にしまし

が旗の隅に残っていたことから、先ずウド者意りよげること

〕の仕事を始めた当雲寺大畿の試料が必要で、研究室の行事のように毎年離で

指第 2発電現まで行舎、そのよの野壌きした跡地でのウドの揺集に出かけたもの

で、議カしていただいた皆様ι感謝いたしますc このように集めた試料な処現し

てか令り大議室の糟誌を集め、落媒分箆、さらにはブレ，ペラテイブGCを繰り雌し

て精製して、 GC-MSのみならず 1R、大量に薄られた場合にはNMRを視11

し、それでも間定できたものはそれ法ど多くなかったため、食品千七学研究所の納

子民iζ検酎をお鱗いして正護を棄して議文とすることが出来ました c その後

多数の さんにウコギ科、とメウコギ、ハジギヲなど、およが今夕科のしどけ、

ぼうななどの山濃の分析そお願いしましたが、その後のフレーバ一分新技構の

さ長iこなかなか過闘できず、 自の自を見ないままになっておちますの罪学年春、最後

の年となりましたので伺とかしようと考え、たまたまこの年の 10 A r第 41 

料・テノレベンおよか精油化学に関する討論会j を盛間で世話人どして引き受汁、

それらの関漉で出来た知り合いの香料会社にこれらの試料の分析をお願いし、

…タを収集中で伺どか論文にしたいと考えております。

患の違う仕事としましでは植物生理、植物病理の分野での北学的アブロ…

があちますのイ出合の中西研でアァイトエクジソン(植物性脱皮ホノレそン)の抽出

の仕事以来、議時の流行でもありました生理活性物質の探索に関心が深まり、

ょうど高じ農芸北学科の大失事次郎先主が手がけていた黒誼病簡の代謝躍物の

い色紫金分析して日sinochrorneAと関定することが出来、それ以来いくつかの

開研究をいたしましたc その一つがリンゴ斑点落葉病菌の代謝産物で、擦な

大の 、 大のよ妻子足立よち構造決定され、 AM-toxi n 1、百、rne命名
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されていましたが、保称菌株の Alternariamaliを再調査したところ、これらの

毒棄は消えて tenuazonicacid， alternariol monomethyl eth目、 tertox加工、

Eを間定しましたじこつのaltertoxinは講造未定でありましたが、議襲撃のおM 誌

の分解能では構造決躍も難しく、そのままにまっている内ι異野設がAlternaria

肢の日Ijな酷からこれを単離構造訣定をしました c そんなことでこれも自の自

ておりませんむ

能の共同研究としては、器物密理学の高譲先生から持ち込まれたもので、 phy-

toalexineの研究があちます。まず/I/icitia.na.glucinosaと言ラタバコモザイクウ

イルス〈すMV)樹性の野金たばこの葉iこTMVを感染させ、これからgluci nosone 

を単離同窓し、その抗欝性老議認しました。これは既知phytoalexineで、

験とも言うものでした。ついで栽培種の/o;'icotianatabacum Samsun NNなるすMV

耐性種じ TMVを感染させ、ニれから 2種の化合物を単離しましたう構造解析は

難航しましたが、ほぽ問時に専兜公社(J T)中研でタバコの番ワ或分として構違

法定し、いずれもセスキテルベンでsolavetivoneおよび solanasconeと命名され

ました。このうち前者はナス科のより強力な抗童話量を持つphytoalexineの

の生合成渦租の中間駿物であると控室聖骨けられておりますむ solanasconelまsola-

vetivone.:a-怨気中 iこ故寵する関に自動的に変換することによって出来る artefact

であることが

らlOmg韓

の製造に役

τMVの

何とも

に判明しました JTでの番号成分としては乾;機撃タパコ400kgか

対し、生議1.5kgから8mg程変で柘違いのi技量でしたので、番り成分

つ可能性会示しました。員この実験に際してはタバコの栽培および

など試料の欝裂に;ますべて笛鎖技宮が当たり、 TMVを機種すると

い長い番号が謀っていたと後になってから話しておりました。

共間窃究としてi土地弘、応用見車学の栗原先生とのテントウムシと食革との

採の仕事が印象に残り求すο ある種の昆中は狭食性と呼ばれ、ごく限られた織物

しか金べない、その原閣を探る研究がカイコで始まり、ある稜it物嚢レベルで解

明されてきた当時で、我々はオオニジュウヤホシテントウとナス科諸物、コ

オニジュウヤホシテントウとタイアザミにつき、揮発成分で誘盟物賓の検索を

みました。結果的にはバイオアッセイがうまく汗かず、或果を上iずるには歪ち

せんでした c 一番問ったのが幼虫期が短く、成患になっても産卵後すぐ体隈に入

ってしまうことで、し?と。その中で接出物からとある鞍嚢が単離され、分析したと
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ころフタ

その端球

ノレ駿ジオクチノレで、これはプラスチックの可製剤として広く護用され、

の汚染を実感し、それ以稜あらゆる植物試料から輪出され、瀧費者

としておりましたが、最近環境ホルモンのーっとして、再か問題視されています。

昭和 53年の春、盛岡姪大の若い先生が、共同軒究を$し入れてきました。現

教育学部の菅原悦子先生です c 当時は阿部先生で、お茶の水大の器研の務

課職を終えたばかりの新進気鋭で、山富事と言えtf当時のプレーパ

的存権でありました。私のブレーパー評究iこは襲っても設いパードナ…として

租に吏っております。設女の多彰会往事の中で、ダイズ製品のフレ…パー研究は

文字通り共鳴研究となり、そのうちでも続豆の香り成分中にピラジン類が多

れることが分か号、議来怒熟フレーパーと考えられていたこれらが明らか

続廷の発鱗中に生成されると確{言し、執豆菌によるとロラジン額の生成合液体培

で検針することに会りました。ところが間接な研究が時を閣じくして潜行ずる

、薬学者の4、菅ら i主飛び込みの枯草商がtetramethylpyra叫 ne

ことを報告し、これからあちこちで同様の研究が始まり

るよう

り、

イズ培地から始めて、合成培地でも十分多量のピラジン類の金成が出来

なり、さ色合成の経路を模索しながら、培地の護諜報としてアミ/酸を代

糠として糖を代えたりして検討を重おましたが、どこまでが生物的

であるかが来だに不明のまま残されておちますっ

ブレ…パーの研究においても諸行のようなものがあ号、 10 

体 味が っております。私どもは以前タバコのファイトアレ

から前義援

ンとして

solavetivoneを単離し、これがタバコの香気或分であること者知ちましたむこの

経験安生かしていろいろの樺物の葉にストレスを与え、その離生成する抗開性物

費を検索したところ、桜の葉からベンズアルデヒド、ベンジルアルコール、ブエに

ネチノレアノレコ…ノレ、クマジンなどが検出されましたのこれらはごく斡過の精油成

分として知られているもので、実は我々がいい匂いだと患って利用していたのは

樺物立とっては昆虫まどの誘因物費であったり、化学的防御物質であった釈です。

この灘の無擦のものをブランチングした後抽出して調べたところ、相き援する

配勢体のprunasin(benzaldehydecyanohydrin)， benzyl glucosi phenethyl 

glucosi などが単離され、更にこれらをエムルシン設どで処理することによっ

てその加水分解議物が得られることが分かりましだ。同じパラ科の祭樹のよそその
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葉からは、 3-oxo-α 寸 onolglucosideを単離同定することが出来ました。このア

グリコンの抗菌性については現在検討中です。ここに至って、精油成分の香りと

植物の化学的防御という機能が結びついて首尾一貫したような形となったような

気がいたしますc

しばらくご無沙汰の色素に関しては、農場の横田先生からブルーペリーの色素の

分析を頼まれ、もはやTLCの時代ではありませんので、現在岩手県生物工学研

究所(生工研)の細川氏がリンドウの色素の研究をやっているので、液クロのカ

ラムなどに関して相談したところ、生工研とりンドウの色素に関する共同研究を

し、その間分析のテクニックを覚えて、次の段階でブルーペリー色素の分析をす

ると言うことになり、大変複雑なリンドウ色素の構造決定を完成させ、多数のブ

ルーベリーの品種を液クロ分析しましたが、完全な同定にはいたらず、データ

の解析が未完のままとなっております c

香りと色の他には花芽園芸の遠藤先生との共同研究で、はじめは食用菊の香り

成分の分析をしたのですが、その内、飾り菊(刺身の妻)に多用される蔵王菊と

言われる品種に強い苦みがあるとのことで、苦み成分の分析のため、この菊の栽

培から始め、多くの学生さんに苦労をかけたのですが、類似する多くの化合物の

集合で、その単離が困難であったこと、更に構造も複雑で未定のままであります。

以上私の関わった主な研究につき概要を述べましたが、これらの研究に際しま

しては、実際に手を動かしての実験のほとんどは学生、院生の諸君によるもので

あるのは言うまでもありませんが、実験の進め方、新しい方法論の取り入れなど

実に多くのことを教えられました。そんな意味で不敏な私を育ててくれたのは旧

農芸化学科および応用生物学科の卒業生の皆様と言っても過言ではありません。

科学史に残るような立派な仕事もない代わりに、それほどきちんとした指導も

しないのに、多くの卒業生が社会で立派に活躍しているのを見ながら、 60年に

なんなんとする学校生活を終え、停年まで大過なく来られたことを感謝し、たしま

す。
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伊東哲雄先生最終講義概要

1 .食品の色

イチ ゴのアントシアニン

トクガラシのカロチノイド

ブノレーペリーのアントシアニン

食品以外

ダイズ黒痘病菌の生成する赤色色素 elsinochでoflle:¥ 

リンドウの花のアン トシアニン

2.食品のかおり

米飯ωにおい成分
山菜 ウコギ科 ウド、ヒメウコギ、ハリ ギリ

キク科 しEげ(モミジガサ)、 ぼう な(ヨブス?Yク)、フキ

納豆菌の生成するピラジン類

3. その他生理活性物質

ミツデウラボシからエ アヂYンの抽出

TMV感染タバコか らファ イ トアレキシン、 solavetivoneの単離

ストレス処理桜葉および桃葉からの抗菌物質および前駆体の単離

日時 1 998年 2月 20日

所 農学部 5号館 12番教室
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伊東哲雄先生の履 歴 書

昭和 7年 7月 15日 小樟に生まれる

学 歴

昭和 14年 4月 小樽市立稲穂小学校入学

昭和 20午 3月 小樽市立稲穂国民学校卒業

昭和120年 4月 小樽市立中学校入学

昭和 23年 3月 小樺市立長橋中学校卒業

昭和 23年 4月 道立小樽高等学校入学

昭和 26年 3月 道立小樽潮陵高等学校卒業

昭和 27年 4月 北海道大学教養部理類入学

昭和 31年 4月 北海道大学農学部農芸化学科卒業

平成 2年 3月 農学博士(北海道大学)

職歴

昭和 31年 4月 北海道大学農学部付属農農場助手

昭和 38年2月 岩手大学農学部農芸化学科助手

昭和46年 9月 岩手大学農学部農芸化学科講師

昭和 56年 9月 岩手大学農学部農芸化学科助教授

平成 6年 4月 岩手大学農学部農芸化学科教授

平成 10年 3月 停年退官

併任(非常勤講師)

岩手県立盛岡短期大学、 岩手県立農業短期大学校、

盛岡生活学園短期大学、 秋田県立秋田農業短期大学

- 14 
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農産製造学研究室によせて

伊東哲雄先生の御退官にあたり、ひとことご挨拶申し上げます。

農産製造学研究室は農芸化学科のなかでは名前は有名でも一番新しい講座なので、

盛岡在住のなかでは古株ということもあり、発起人代表を承ったところですc

先生は昭和 38年に北海道大学農学部から岩手大学農学部に新講座担当として移ら

れ、以来 35年在職されました。これは私の盛岡での生活年数とほぼ同じであります。

大学時代はあまり真面固な方ではなかった学生でしたが研究室での一年間は大学院

一回生の石直先輩を始め同級生4人と有意義に過ごしました。卒業後運よく岩手県庁

に就職し、食品工業関連の出先機関に勤務しておりますが、仕事柄、日本農芸化学会

東北支部との関係もあり、岩手大学農学部とのつながりは現在も続いております。

関係する学会も日本食品科学工学会等数多くありますが、昨年 10月には日本テル

ベン学会が延べ3日聞にわたり岩手大学で開催され、先生は当学会の事務局をなされ、

大変ご苦労されたことを記憶しています。

また先生は岩手県より岩手県技術アドバイザ を委嘱され、長年にわたりご活羅い

ただくとともに、岩手県食品産業協議会より、岩手県ふるさと食品コンクールの審査

委員長をお願いするなど、地域産業の発展にご尽力いただ、きました

岩手県職員として厚くお礼申し上げます。

退職後は趣味のテニス、冬には自慢のスキーなど、恐々自適の生活を送られる予定

と伺っておりますが、シルバーナイスカップルとして我々のお手本になって下さるこ

とと期待しております。

最後に、現在では組織改編により応用生物学科食犠栄養科学講座と名称を変更して

はおりますが、農産製造学講座の卒業生でもあり、現在食品関係の仕事に携わってい

る私としては先生の後を引き継ぐ小野伴忠先生はもちろんのこと、今後とも農学部の

なかで食品関係の研究を継承している研究室であってほしいと願っています。

- 15-
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35年のつき合い

S42卒小野伴忠

私が岩手大学に入学したのは、昭和38年4月である。入学式後の学科オリエン

テーションで、岩手大学に赴任したばかりの伊東哲雄先生と会っていたはずである。

しかし何もかもが雲の上だった私には、沢山の大人に固まれた幼稚園児のようにおど

おどと自己紹介した自分しか記慣に残っていない。

伊東先生と正面から向き合ったのは、 3年生の農産製造学の講義、不思議な現象レ

オロジーについて教わった時である。やたらと数式が出てきて理解できず、何度か質

問したが、やはり分からなかった。その後、貸してもらった参考書を見て、現象は良く

わかったのだが、それを説明する理論は?? ?であった。そして次に指導を受けたの

は、農芸化学名物の毎日午後ピッシリの学生実験、確か最後が伊東先生の農産製造

学実験であった。小麦粉よりグルテンを取り出し、それを分解してグルタミン酸ソーダ

を結晶として精製するものであった。実験は時々放置の待ちが有り、我々がわいわい

遊び出すと、必ずと言うほど先生がやってきて、「その聞にこれをやりなさし~と脂肪測

定の道具とか、薄層クロマトの道具とかをおいて行くのである。時々無視して遊びに行

ったりしたが、 H毘なようで位しい実験であった。そのかわりずいぶん色んなことをやらさ

れたような気がする。私は真面目だったのかもしれないむ

そして4年生になり、卒論でお世話になる。私は小田切教授についたのだが、テー

マはもらったものの、先生からはほとんど何も指示がない。やる気だけはあるのだが何

をやって良いのか分からない。その時伊東先生が「聞きに行きなさし刊と教えてくれた。

そこで教わったことは指示を待つのではなく、何事も自分から発してやらなければなら

ないと言うことであった。学校は教わる所と思っていた拡にとって、始めは教師の怠慢

ではないかと思ったものである。その後大学院生、教師になってからも教授への不満

としてくすぶり続いた。教師として 10年ぐらいしてからだと思うが、「大学で大事なこと

は教わるのではなく、学ぶことだ」と言うことが納得行くようになった。しかし、その頃の

私は、何をどのようにやるのか方法論が全く分かっていなかった。ゃった結果を正当に

評価できず、ただただ実験を繰り返してばかりいた。 そして午後5時近くなると先生方

はテニスへ、 4年生はトランプや囲碁・将棋と忙しいのか暇なのか良く分からない最終

年であったむそして3月、卒業となる。

研究者になるのだ、という漠然とした夢を持っていた私は、「国家公務員もだめだった

し」というノリで大学院に残ることにする。しかし、仕送りのない私は、奨学金だけが頼

りであった。院の試験後、奨学金が貰えそうかと心配していた時、伊東先生が戸君なら

大丈夫だよ」と、専門の成績がまずまずだったと話してくれた。で、もその頃、奨学金が

決まるのは英語とドイツ語の合計点だったので、安心はできなかった。いずれにしろ、

奨学金も無事受かり、同級生の里見君と2人大学院に残ることになる。里見君は伊東

先生につき、私は小田切教授の下でやるこ止になった。
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毎年夏は研究室でキャンブに行ったり、 WJに登ったりが常であったの 4

仙の大島、大学院の持は男麓でのキャンブを敢行したむ{Jt東先生の撃機な

と飛び込みには、さすがスポ…ツ万能の先生と感心させられたものであるの

の時は気

持〈法

から秋に

かけて辻出登号。この壌の学生の大学i土、年に 1度は岩手山にままったものであるの私

も学生時代詰平均して2"-'3部は登っていたと恩う。今は考えられないことだが、研究

室で山登り行事があり、そのヲ…ダ…兼顧問はいつも伊東先生であった。山の蒸しさ

やその薮しさを共にf干して感じ取り、学聞とは遣った教えを受けたと思うっ道無念l1lの

強行実誌や哀しくなぜかひかれる躍難括など、自然と人間の相克と調和を背若手に織ち

込んだのもこの壌である。

昭和40年代は犬学院主が少ないこともあって、農芸化学専攻の修了生は静士課程

進学、短大の教員、国家公務員籍、公的な研究教育分野へ進治者が多かった。我が

同級生諸君は博士課韓進学と悶家企務員、そして主は母校の勤手として撲ることにな

った。しょっちゅう突っかかる生建築な患を、なぜか伊東先生までも高くかつてくれてい

たことを後に小田切教授から鶴かされた。勤手とはいえ大学教員、昨ヨまでの学金が

今日から先生なのであるむさらiこ、転が助手になったその年、吉野東先生は東北大

研修で出かけることiこなった。体詰まで学生の畠分iこ、何が指導できるかである。自分

のやっ主事について誌なんとかなるが、後は先輩と言うことでイiiTとかなっていたようだ。

摂葉先生警守の額、先生のアパートの管理をすることになった。大学院の沢閉さんと

一緒iこをむことになる c 決臨さんは、学生ではあるが社会人から院への入学で、私よ

り年長の苦労人である。今までの生活サイクノレを何の疑問もなく続けていた紅だった

が、ある日突察、彼が勝手に色々やり出してびっくりする。自分では全く気が持かなか

ったが、欝手気ままな自分流の生活を押し過していた私に彼i立会わせていたのたつ~。

ついに我慢ができなくなったの守ある c始めは何事かと驚いた主だが、話し合って

いに分け合ってやること安決める。置いに融株も異なるし、物事への重点の鑑~方も異

なることに気づかされた。今思うと、彼昨日本人的な入信家で、本i土議分本設でこじ空

ト気分の貴族趣味的な人間だったと思うや

助手2年巨、大医大学蜜自繋静究所の共i詫研究員として長期出張することになる。

前年に伊東先生が東北大に出かけていたので行き易かったこともあり、すんなり大阪

へ。この賓の4年生藷君には申し訳まかったが、伊吏先生や教授iこすべてをお緩いし

て私は研修と研究に専生することができた。その詮約5年にわたり大阪や東京へ出隈

費をもらって窃究にでかけるという恵まれた時代をおくることができたのその聞は当然

の護手1]のように出かけていたが、伊東先生には大変お世話になったのだ、と思う。あら

ためて護請を申し上げたいのまた、ごこの頃の4年生諸君には教師としての職務怠機会

お詫びしたいと息いますっお除機で、一人前の研究者になれたのですからお許し願い

たいペ

勤めてまもなくの噴だ、つ?とど思うが、八甲岡山、酸ヶ湯での春スキー 換したこと

があった。高田大晶の40度近い殺、斜簡や井戸岳の大口 iこ滑り落ちて汗くダイナッミタ
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なf脅降など、アドベンチャースキーの麗麟味者教えていただいた。静東先生や三浦雄

郎氏の患部である北大の先生と一緒であったので、酸ヶ識では正iこVJP扱いであっ

。豪華ま夕食や翠泉大浴場を溝嘆しだ題特53IJの春スキーであった。それ以来、審ス

}泣窮みつきになってしまい、毎年のように学生諸君を誘って八幡平、岩手山、秋

駒ヶ岳等に春スキーに出かけることになった。よほどのことがない限り伊東先生は顧

穣格でいつも参加してくれたものである。

スキーといえば、研究室行事の年始めスキー合宿、古くは八幡平、劇ヶ品、隅膿が

な会場で、あっ立。最近では安比や下倉、雫石といった新しいスキー場で今でも毎

続けられている。伊東先生は正月を蔵王で過ごすことが多く、研究識の合議は蔵王iこ

続いての連チャンスキーであった。疲れ知らずの参加には、さすが獲はテニスで鍍え

ているスポーツマンと感心させられた R 伊東先生のスキ}はすイウェー裂でもみんなで

滑っていてもいつの閣にかいなくなってしまう。始めの墳は探したニともあったが、その

うちそれがスタイルになってしまい、心配することはなくなった。感頃iこなると f護接務

のコースは深雪が残っていて良かったぞjなどと何処からともなく現れるのである。午

後は面白そうなコースをよく先生と一緒した。その時、 f小野君iま説話接i見がいいね。 j

とよく言われたものである。連れてきたからにはそれなりの資任が脊り、

者用スキー教室を開くことにしている。 10年ぐらい欝までは、結心

ぞれに感謝してくれたものだが、最近で辻 f連れて来支こからはは臨検i

えjで、感離されること辻少なくなったむ

研究築での卒議研究は、私と{手東先生では大きく異なる。伊

離中はお心

鶴見るとそれ

のがあたりま

の場合、テーマ

は単韓関襲、手法も決まったものをやって行くことが多かったじ学生がやることを芋低

う彰で手詰を数強させながらー諸にやって行く方式である。私の場合、常生ごと

すも手迭も違うため、それぞれに計冨を立て、実験の進作;こ従ってそれ世見直すとい

うものであった。実験ごとに、まとめ・解釈 a再許蕗であるため前が凡えにくく、学生に

泣理解しがたく、どうしても転の意克が強くなってしまう c学生に研慌の形が見えてくる

の誌冬休み壊になってからであった。時々、本を信頼して思い切って頑強ってくれる

学金もいたが、必ずしもそんなには信頼されていなかったように忠弘よく伊東先主か

ら、?君の研究i士重量しし、からねjと言われたものである。

後に、伊東先生が岩手大学に赴任してから定年退職までの35年間、

時代から摘める新米教師、突っ張り若手研究者からなんとか同銀教師へと

私にとって、公私にわたり多くを教えてくれた先生であったむ転は決して良誉教

では設かったが、先生の自由さ、事置さ、勇気ある公正さ常駐愛してやまなし、農装化

学から応用生物学科、農産製造学評究室から食品北学軒究室へ、呼び名

けれど中身はやはり農製研である c その小さま缶読をさらに 12年題大事にして行会

いと思う。

おわり



「サボリマンだった私 J

S43卒雲鞍萱

後になって， rあんな学生生活を送り，よくも留年もせず大学を卒業できたなあ!Jと

つくづく思ったものです。あの頃は「何となく勉強する意欲か著斡Lた。」と言えば聞こえ

は良いが，遊び癖がついてしまったのが本当のところだろう。午前中は，眠っているとき

が多く，授業も欠席がちで，伊東先生を始め研究室の皆に御心配と御迷惑をかけてしまい

ましTこ。

「不肖の子どもほど可愛いものだ。」と，よく言われますが，私の場合も，先生方は不

欄に，思って卒業させてくれたのだろうと今でも大いに感謝している次第です。

就職してからは，若かりし頃2・3度寝過ごして遅刻をした以外は，欠勤もせず勤めに

励んでおりますので御安心ください。

今，私の息子が盛岡よりも遠くにある私立大学の2年生になっていますが，私に似て，

どうも授業をサボリがちのようなので，自分の過去を忘れ， r単位を取れなくなり留年す

るぞ。しっかり勉強しろ。」ムハッパをかけている次第です。

エントロビーとエンタルビー

伊藤先生の講義で一番記憶に残っているのが，エントロビーとエンタルビーの相違の講

義で、した。(どっちが励起エネルギーだったか内容は今で、はすっかり忘れてしまった。一

否最初から分からなかった。)皆も分からず2週続けて同じ講義があったことを覚えてい

ます。

また， 3年生のときだ、ったか4年生になってからだったかは忘れたが，研究室で造った

本物のぶどう酒・ワイン(今でも造っているのかなりを初めて飲み，その美味さに感激

し飲み過ぎて(日本酒も飲んだかなり酔っぱらってしまった記憶があります。

卒業してから 30年が経ち，歳も 52となり，常々は忘却の彼方となっている学生時代

のことが，クラス会あるいは今回のような機会の都度，懐かしく思い出されてきます。

なお，私は現在石巻市職員(地方公務員生活27年目)として，市の基幹産業である水

産業を振興する業務の一翼を担っております。

伊東先生の第2の人生の健やかなることをお祈り申し上げます。
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~m~ し、 ili 寸?とこと三

昭和 44年 2月、大学 3年のとき東大の安田講堂が陥落。これに象徴

される時代であった。クラスでの討論会、有志による公害問題の自主講

座。それなりに時代に関わっていたつもりだった。また、貧乏でアルバ

イトはよくしていたロそんな中での研究室での思い出を 2，30 

大学 4年の歌、研究室の管きんと八幡平縦走したこと。田沢湖から入

り、当時噴火していた軟田駒ヶ岳の横を通り、滝ノ上温泉で一泊。翌日、

岩手山を眺めながら八幡平頂上へというコース e 天候に恵まれ、樹木は

足元までしかなく、眺望抜群。パスに乗り遅れまいと途中走った記憶も

ある。生まれも育ちも岩手の私だが、このとき初めて山の美しさに感動。

その後、家族を連れて八幡平を訪れたりするきっかけとなった。

やはり、 4年の時、伊東哲雄先生が長期研修から帰られて、その成果

をすぐ私たちにゼミ形式で還元してくれたこと白いわゆる、有機化合物

のスペクトルによる同定法。当時、大学には機器分析装置はほとんど無

く、紙の上での学問となったが、質量分析や核磁気共鳴装置などを駆使

した化合物の同定過程は、最先端の科学の予感させる胸語るものであっ

た。

また、小野伴忠先生の呼びかけで、数名で始めたパーロー「物理化学J

の学習会、前額途中までであったが、理論化学を身近にするきっか貯と

なった D

(担業では船引簡平先生の栄華か食品化学の中で講じられた熱力学の

話が面白く、授業が待ち遠しかった記憶があるロ当時、伊東先生や小野

先生は、講義を担当していなかったので悪しからず)

これらのことは、その後、教職に身をおくことになった私にとって、

たいへん貴重な経験であった。

はるか昔に過ぎ去った学生時代、 しかし多感な一時期、そのときの体

験を引きずって今生きているのだと思う。

昭和 46年(院 48) 卒 伊藤正幸

平成 10年 2月
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『今ち結束の強し'3人です』

昭和48年卒

鈴木かつ恵

菱沼員理子

茂木(旧姓石川1)洋子

「女の子だけ3人を持つなんて、 1まく初めてなんだよ。」例のちょっとはにかんだ
ような笑顔で、伊東先生が言われまレた。

私達 3人ほというと、何せあの"学生運動の時代"の末端にいまレたので、 「それ

で?J rなにか問題あるのかレら ?J r???Jと、肺に落ちない患いを持ちながら
伊東研究室lこ入ったのでレた。
く掃除:前回きな提案は先生から〉

「交代で研究室の掃除をレょうヨ。僕ちゃるから」

それぞれ律儀なところがありますから、順調に当蓄は回っていたある日、千葉さん

(こまごま面倒をみていただきまレた〉が「あなたたちっ、何レているの!先生がお

部塵の掃除をレてらっレやるわよ!Jと、訓排をすすっていた私たちのところに飛ん
できまレた a rイイのJ r当番だからJ r先生の番なの」の返事に、あいた口が塞が
らず、後は笑うレかない千葉さんでレた。

くちょうちょ〉

私達は、思わず溜息がでるようなとき、聞の悪いときなど、 「ちょうちょ、ちょう

ちょ・・・」とつぶやいてハズスことがありまレた。 3人がそれぞれ折にふれつぶや
いていたのが苦尽レくちレっかり刻み込まれていたのでレょう。ある日、先生がふと

「ちょうちょ・・・」とつぶやかれ、ご自分の声にハッとされた時、私達はそっと研

究室を出てから、声を殺レて笑い合いまレた。レてやったり!

くテンくんの料理〉

テン・クウ工ット・ファーくんという名のマレーシアからの留学生が、農事選研で一

緒でレた。とてち真面白な人で、試験前にノートをお借りレて聞けてし1ただいたこと

がありまレた(留学生に教えるならとちかく、ノートを見せてちらうなんて!と伊東

先生が怒ったつけ・・・〉。このテンくんは料理が上手でレた。飯子の中身を刻むの

ち得意。私達は素材の持ち味を活かすと言うにはあまりな乱切り。 3人の中では一番
細かく切った分を見て一言。 rおつきいのナJ r・E ・」結局殆どテンくんが作った

鮫子は、素晴らレくおいレかったのです。

マレーシアから力レー紛が届いた、とし1う耳より情報は素早くキャッチ。骨{寸き鶏

tS¥つ切りと茄子と牛享しの力レーは感動ちのでレた。農製研だけで密かに昧わおうと思

っていたのに、あの雷りを」上めることは出来す「いやいや、これは・・・」など言い

ながら、先生方を始め校舎中からうじゃうじゃ人が集まってきまレた。微生物研lま生
椎茸を持ってきてくれたけど、ホ力はなあ・・・と思いつつ「マ、いいか」と太っ腹

でふるまったのでレた。テンくんは素敵な人でレた。

くサンプル?>

告白レます。ある時期伊東先生のご帰宅が不規則になったのは、?ブない女子学生

がいたからです。過塩素酷入りのビー力ーをホットプレートに置いたり、赤トウガラ

シの?セトン抽出液を目に入れてうめいたり・・・。とても研究室に残レて帰る気に

はなれなかったのでレょう。

女子学生3人を 1年闇じっくり観察レた先生は最後に言われたのでレた。 r女の子
をどう育てたらいいか、わかったような気がする」

返事のレょうのない私達でレたロ

ありがとうございまレた。
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ウドの香りに浸っていだ頃

築地邦男

(S 5 1卒I S 5 3修)

昨年10月、伊東先生が世話人となり香料・デルペン-精油化学に闘する討論会 (TEA

C)が盛岡で開催された際、その手伝いをさせて頂いた。これまで|こち農芸他学会の吏部
会やシンポジウムが開催される度、私は学会員でちないのに声をかけてちらい、ついでlこ

懇親会にち図均しく出させてちらったりもした。 TEACには私が院生時代、弘前市で開

催された時に1人で参加したことがあった。当時のGC力ラムは、まだパックド力ラムが

主流であったが、毅多くの香気成分が固定されているのに大いに感山した。今から鍛えれ

!まもう20年ち前のことである。

私力I~$論・修論のテーマに取り上 lブたのほ、ウドの香気成分であった。このテーマを決

めるのに1週間位図書館の地下室仁こちり、ケミカルアブストラクトを片っ儲から横索し

たことが懐かしい。精油成分の抽出・分離は比較的容男にできる。 3年間、シーズン中は

冷凍のウドをまな板の上で細かく切り、それを水蒸気蒸留し、留出物を工チルエーテルで

抽出するのが日課であったo サンプルは、 6月上~中旬頃に天峰山(当時、我/司はウド山
と呼んだ。〉に小田切先生の運転するパンで出かけ、 1回で数十kgも大量に探集してきだ。

旬の大変うまいものであるにもかかわらす、ほとんど食されることちなく、すぐに冷凍保

存された。

伊東先生は、実験中、時/司背後から進捗具合を聞いたり、さちない冗談で声をかけてき

た。例によって白衣を着ることはなく、皐軽なスタイルで。たまには厳しい指導ちあった

ように思う。隣の部屋では白衣とネクタイに皐を固めた小野先生が、時/司独り言を言いな

がらこまめに動いていた。伺となく皆が集まる北部屋は、憩いのひとときを提供していた。

蒸留で得た精油は、力ラムクロマトで分画後、 GC-MS分析に供する。当時の機器は

非常!こ大きく、いかにち高価な装置という感じであった。伊東先生と分析室に入って、ち

ょっとした緊張感の中で感光紙に淳きょがるマススペクトラムを男ていると、いかにち研

究しているという満足感を得たちのである。精油の主成分は、 α-ピネンというモノテル

ペンであった。修士2年になって成分の分取が軌道に棄り、 IRによる単離成分の固定も

進んだおかげで、無事修請を提出することができだ。修論の中皐ret農芸{じ学会の報文とな

ったが、 「ウドの~成分」としたところが伊東先生のこだわりであったと聞いた。

今年度、岩手県の農業関係試験研究機聞が農業研究センターと

して統合され、私ち10年ぶりに研究員に戻った。大学のように1

つのテーマを追求するような研究スタイルlet取りょうがないし、
また、研究の対象ち研究室との関連は薄い。しかし、学生時代に

小田切先生の講義等を通じて闇いたちのの考え方や伊東角生から

憂けた研究の進め方の基礎let、今ち自分の仕事に向かうよでの拠

りどころとなっている。
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是皇室主主事昌 お汗亨宅主主 OJ思まし、日ヨ

5 2年度$菊地正

伊東先生が滋官されることを翼き丹自が縫っのがこんなにも学いものかと驚いているの:事業し

てか§すでに20年になる。

通需の学生はたった l年罰の軒先室でのおつきあいなの』こ、わたしの場合は大学生協に就職し

たこともあって大学卒業経もいろいろと岡倒会みていただいており、大変感謝しておりま

在学中も私は小野先生の研究テーマの方でしたが、よく体憩撃などで拶;東先生と話をしたのを

覚えておりますれレクリエーションや研究窓での審会よこもできるだけ欠かおず参加させてい

いていました。我々の年は確か夏に牧田の海水浴場でキャンプそしたり、キはスキーに出掛け

り、花見をしたり結措棄しい研究室生i百をさせていただきました。伊東先生に註{圏人的にも指

にまでおじゃましでごちそうになったことを覚えております。公拡にわたり大変お設謡になりま

した。

伊東先生は非常に気設ったところがなくなんでも気軽記相談で議る先生でしたの私たちと閉じ

目線で考えていただ、けるのでいろんなことで甘えてしまったかもしれません。退宮といいましで

も第3の人生はこれからです。これまでの変わりなくお討き会いいただけれ誌幸いですu

23 



伊東先生の御退官によせて

昭和53年卒工藤祐央

あれからもう 20年も軽ってしまいました。

盛岡で過ごした最後の 1年間ばもっとも記壌に残る楽しい一年間

だったように思います口その時、研究窓には小田明先生、伊東先

生、小野先生、先輩の築地さんがおられ、間期の佐藤、大嶋、

村田、吉山、北田諸氏とともに 1年聞を過ごさせていただきまし
た。

私は伊東先生のご指導のもと、ウドの成分分析(中性区分だった

か、他の区分担当だ、ったかはよく覚えておりません〉をテー?と

して頂戴しました。

築地さんがウドから香気成分を抽出した後の抽出費査安いただ」、

分子量のもっと大きな成分を分析するということでしたりそのこ

ろは何がなにやらあまり良くわからないままに実験をしていたよ

うに思いますが、部日GCやI豆、郎等の新しい器械に柚れることが

できるというのが楽しみでした。

住藤氏の"スポ…ツカ…"でウドがりに行ったときのこと

とってきたウドを湯がいて食べた思い出

コミュニケーションルーム(?)での

岩眠りばかりしていた覚えのある珂MRの勉強会

あの和気あいあいとした雰冨気

良き思い出です。

た、先生の新居へのヲ|っ越しにみんなでお手伝いι持った時の
こと。

テーブノレを運んで、いて「ドンJと背がしたので、見てみると躍に

大があいておちました。しまったと思ったのですが、そのとき

九、し、よいいよj と言ってくれた先生のお顔を;忘れることができ

せん。

ご指導を頂き、どうもありがとうございました。

1997/12/16 

- 24 



農産製造学者究室雑感

S53 

怠が農産製造学研究室でお世話になってから早いもので 18年経過し殺し

科j も f農産製造学研究室j も過去の名称となってしまったようですの当

つ的研究室のうち、私が農産嬰造学研究室をどうして選んだのか定かに

ょう誌研究会しているのかを理解し、何らかの研究をしようとして

雰盟気が自分iこ最も合いそうだった(研究室のベースが

スi之島っていた)ために選んだように思われます。..ー・実際、非常

当耕究謹でお世話になりました。

4俸になり農産製造学研究室に入ったものの、先生から讃案のあっ

指噂の下、 3年間いろいろと活動してゆくうちに研究テ…マ

S5日{醇古山友美

でl士、 「農接化学

にあった 6

せんが、そこで

く、

らずJで指分のべ…

ため、 3年間

…マ会議て戸、{可を

、伊東先念、小野

め、興捺乞符つ

て研究をi鎮めることができるようになりました。そういえ託、小野先生が f議運袈活学研究家に入札

-Iこ所腐しているだけで自分が知らないうちに農産製造iこ損する知識を身につけるものだj と滋つ

加とがありましたが、今でも納得しております。

燦競艇進学研究室にいた 3年間を振り返って患い出される事柄そ第単iこ羅列 と、

・研究空舟の生活:定例的iこ行ったコンパD 頭究と関連した実費{半分遊て_K) タ

ヨーグノレト、カノレどス、みかんの昔話等々。お茶の時間(伊東先生の入れたコ

ーヒー〉。ヲド援号。そf'i、等々 。..・・いろいろ食味させていただきました。

外語動:岩手山、草地!筆、秋缶詰ガ岳等々の鷺山。能代~十ニ湖~象剖 (2泊3日)、

盟十題担ダム、その{邑の場所へりドライブ、等々。..‘・実際、臓外活動は臨ん

?ミっ?二。

-自分の軒究:牛乳、ミセノレ、遠心分離、諌結乾埠、軍析、電気体動、 .‘マイ

ベースで取り組めたので、余り苦にならなかった。

の 地:3年間に萌究室でつきあっ土個性豊かな方々(学生、院生、研究生)との出

いF 小田境教授人形(今でも探作だったと J思う)、等々の..・

な人が多く、イタズラを含めいろんなことをしたε

ように、 3年間に課外活動を合めいろいろな体験をすることができ、楽しめる研究獲で

人になって 18 年金桂過し、その間転車hiJ~ 5ヶ所(平均艶謹年数:a -....， 4年)、{士事の

も戦勤するたびに変わっています。昨年からは、 17年ぶりにピーカーやピベット会議って分告す

るようになりました(プランクがあっても抵抗なく器具を控えるものだと告分ながら惑やしていますす w

いザれも仕事の内容は大学で学んだ‘こととは異なるものの、五むよiこも 3年というよう i之、初めは伺

も知らなくても ~3-1手間も従事すると仕事の内容を理解し翼設を持つようになるものだと思う。‘・・ e

いた3年間と通ずるころがあ号ます。

以前出強で搭i詞iといった際iご、研究室iこ立ち寄ったことがあり、在が当持能っていた器具が能われ

いるのをみて不思議な気分になったととがあちます(研究室待問があるむかも?)。機会がめつ

ら研究擦に立ち寄ってみるのもよいのかもしれ主せん。もっとも当時ご教示いただいた先生方が退官

おれて、知っている先生が少なくなってくると、それもなかなか難しくなってくるのが残急です。

段、いつくま求書きましたが、先生方がいつまでもご健勝であることをお祈りし、再会できる日を

しみにしたいと患います。
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伊東先生との思い出は色々有りますが，印象深いのはとつでしょうか c

一つは， 3年程前のことです。菅原君が幹事，私が幹事補佐で罰級会を開

くことになりました。私達のクラスを控任いただいた勝又先主が，退官の年

でありましたので，ご招待申しょげようということになちました。弘が案内

状を持って大学を語れましたので，その時農裂の研究議にも立ち寄ってみま

した e 新よく. f持軍先生にも会うことができましたが，その時「今年が勝又

先生で，誌が桜井先生，高木先生，その次が僕なんだよ。 Jというお話をさ

れました。先生泣，ニコニコと興朗で話されましたが，私は{可とも言えぬ寂

しさを感じました。 3年たった今でも，昨日のことのように覚えてます。

二つ闘は， 4年生のときのことです勿小田切先生と研究室の開設生 5名が

伊東先生のど自宅に招かれました。静東先生誌，当時擁沢村から邑転車で通

勤しておられましたので，先生は自転車で，私達は主義で先生のお宅に向かい

ました。自載車と車ですかち，当然私達が先生をだいぶ持つことになるだろ

うと患っていましてが， ~ま器用時に到着し，その僻脚に間級生一同思わず顔

を見合わせ賠いたことが大変思い出に残っています。(いただいた料理も大

変英昧しく，とても棄しい一日でした。}

もう一つは，伊東先生が時々大学で奥様とー績にテニスに翼乙られていた

ことです。夫婦仲睦まじくポ…んを打ち合う姿を見て，大変うらやましく思

ったものです。車分も結婚をしたら，共通の趣味を持ち来締仲良く興じたい

ものだと患っておちましたが，子供 2人に恵まれた今でもなかなか実現でき

ておらず，残;念に思っています。

大学時代の思い出といえば，本来なら講義や実験の思い出となるべきなの

でしょうが，卒業後 15年もたつと館学のことは忘れ，自分でも変なことば

かり覚えたいるなと患うほどです。

先生はこれから態々自適の主語でしょうか。先主の退哲で，大学を訪れる

楽しみも一つ議ちとても残急ですが，これからも櫨鹿に協議されご健勝であ

られますことを心よ号お析り申し上げます。

昭和 58年卒業 本沼克之
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焼き鳥と合成酒

S 5 8年卒春日 雅子(旧姓:花坂)

伊東先生、退官おめでとうございます。そして、長い間お疲れさまでした。

私は、せっかく農芸化学科で学び、農製研で伊東先生にご指導をいただきながら、

コンピューター → 福祉 と畑違いの仕事に就き、学んだことを活かせぬまま

現在に至っております。

学生時代に学んだことで、今唯一役立っているのは、お酒を鍛えたことでしょ

うか?とにかく、研究室でつまみを作って飲んでさわぐ!ことが多かったように‘

記憶しています。焼き鳥、枝豆、おでん、モツ煮、漬け物、オニオンスライス・・.

特に本職額負けの焼き鳥屋さん(佐藤茂実くん)がいて、あの櫨き鳥の味と香り

は今でも忘れがたい思い出となっております。そして、 r8本買うと 10本おま

けがついてくる! ! Jという怪しげな合成酒を飲んだあとの、悪夢(?)のよう

な騒ぎは、忘れたくても忘れられません。

そんな中での伊東先生の印象は、なぜか、白衣姿と同じくらいラケットを持つ

姿が目に浮かびます。また、自宅に私たちを招いて奥様の手料理でもてなして下

さったこと、夏山やスキーに連れていって下さったことなど研究室を離れての思

い出も尽きません。

研究にも趣味にも全力投球で、私たち学生と同じ目棋で接して下さる気さくな

先生でした。そして、この生き方は素晴らしい未来へとつながっていると思わず

にいられません。

というのも、私は現在ボランティアを育成する立場にいるのですが、不思議な

ことに、定年後元気になる人とその反対の人がいるんですよね。趣味や楽しみ、

そして世代を越えてっきあう柔軟性は、どれほど定年後の人生を豊かにすること

でしょう。

伊東先生の第二の人生が今以上に輝きを増しますよう、遠く新掲よりお祈り申

し上げます。
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伊東教授の御退官に寄せて

清水新司(昭和 59年 3月卒業)

三十数年に亙り、労苦を惜しまず研究および学生の教育を続けて

来られたことに敬服するとともに、先生から直接ご指導を賜った一

人として改めて御礼申し上げます c

私が、卒業研究のため旧農産製造学教室に配属になったのは昭和

58年の 4月のことでした。その当時、教室には小田切 敏先生、伊

東哲雄先生、小野伴忠先生の 3人の先生方と 1Mの河野秀秋さんがい

らっしゃいました。学部の 4年生として私の他に武山進一君、高畠

ーさんが新たに加わり、六講座あった中で唯一の男所帯でありま

したっ女性が一人でもいてくれたらと他の講座が少しうらやましか

ったことを記憶しています c 私の卒業研究のテーマは「ウコギとモ

ミジガサの香気成分に関する研究」でしたので、まず試料となるウ

コギとモミジガサを集めなければならないということで、大学の旧

正門の近くにあり生け垣にウコギを植えている家とモミジガサを栽

培している太田の農家に連れていって頂きました。それからの数力

月聞は先生から教えていただいた水蒸気蒸留法 ガスクロマトグラ

フィーあるいはガスクロマトグラフィーーマススベクトル法により

ウコギとモミジガサに含まれる香気成分の分析を行いましたが、私

の技術が未熟なためになかなか新しい成分をなかなか同定できない

でいました c その後いくつかの新しい成分を同定し、何とか論文を

書き卒業できたのは、色々なアドバイスを下さった先生のおかげで

あったと今でも感謝申し上げています。

今でも変わっていないと思いますが、旧農産製造学教室の先生方

はハイキングが好きで、夜、たちの時も一泊泊りで八甲田山に登った

と記憶しています。八甲田山では色々な花が咲いていた湿原を通っ

て山頂に登り、夜は酸ヵ湯の大きな混浴風日に入った後、バンガロ

ーで先生と夜遅くまで色々な話をしたことを懐かしく思います。も

し機会がありましたら、先生方ともう一度どこかの山にハイキング

に行きたいと思っているのですが。

私が卒業してからもう 14年経ってしまい、 「農芸化学科農産製造

学講座」の名称も学部改編でなくなってしまい、私が学生だった当

時いらっしゃった先生の多くが次々と退官され、また三月に先生ま

でもが退官されることは、私にとって非常に寂しいことです。

退官された後も健康にご留意下さり、今後とも色々なことでご指

導下さりますよう、心からお願い申しあげます。

- 28-



食品の面白 さや奥深さを教えて くださった伊東先生 に!岱 I~~J します

S60平内i}(7J:光

，fLは実家が農家なのでtt.薬やj肥料などで伺かし ら決業の役に立ちたいと漠然と考え.22・'j2

dに進学しましたが、伊東先生の講義をl陪き企品のifJiI:J "dや奥深 きを知り炭産烈造学識庇

に進みましたD 今でも覚えているのは、伊東先生のテス トでコピー食品に吋してIJ分の珪
ーを問う 問題がlJi題されたこと です。 JJUX食fHIのj並むべき方向性を真剣に考えていた自分

を思いだしま言 。

卒業研究においては、伊東先生のご指導のも と武山さ んの後 を継いで納豆菌の香気成分

であるピラジンに閲する研究をしましたo大豆を鍋で煮てロ過 し、 得られた口i夜に納豆す

を J安住 し J音養後 、 培養液か ら エーテ ルを JlJ ~、 て水蒸気蒸留訟 により 香気成分を ~lll 山 しGC

やGC.MSによりう〉析しましたo そのH寺の経耳全が会社に入ってからも役立ちましたし、また、

ムでも香気成分の分析に関する技術相談が時々あり、水蒸気蒸常設の説明をすることもあ

ります 。 現:{I~ もこうして

食品に関わる町f究開党の

仕事を させて し‘んだいて

いるということは本当 に

幸せな乙 とだと 思 ってい

ます。

伊東先生、いろいろお

ilHRになり大変ありがと

っござい ましたD/パ去も

ご指導宜 しくお聞いしま

すD52後仁先生のご健勝

とさ らなるご活躍を心か

らお祈りいたし ます司

- 29-
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「研究 の思い出 J

S 6 2 来舎裕一

伊東先生長い間ご苦労捧 し 。

まず、伊東先生との患い出というと 3年の学生実験の時に「塵製

に来て一緒にテニスをしない。 J 書われたことで寸。もちろんそれ

で研究惑を決めたわけではあり支せんが。

研究護に入ってからの思い出というと勉強した記憶は廷とんど禁

く、旅行したりテニスしたりスキーをしたということばか号患い出

されて求す，.，春の米内静水場の花見、夏の建前高盟、議:rJ方歪での

海水浴、冬 iま由訳詞でのスキーなどなど。

普段の研究輩では、ジャジャ轄を食べに行きニンニクのあまりの

臭さにジャジャ菱重禁止令を出され、担ったことを思い出し主す。い

ろいろ 2なことがありましたが大変楽しい研究車でしんの

これからもお身体に気をつけ、

下さい。

ミ弘
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争伊東先生への御礼

(H6lp.， H8D事)

伊東先生、永い問、本当にお疲れさまでした《私立先生の部躍の

いうことで、先生には特別にお世話になりました。 改めて僻礼申し

ぴ)

売

i主、日頃は軍、の邑由にやり

切な助言を与えてくれるという、

らせてくれ、荘、が行

としてこれ以トの

いよフ

~ '¥ル炉、〆コ

おりま寸勺

研究車生活の 3年関は荘、にと ル〕 も勉強になる自々でしたの特{ニ自
_---: o 、、

計窟を立ててfi事を進めるというスタンスは、まさにこの時l二階われ

いますη おかif様で現在のf士事をしていく上でも大いに生かされていま 7

静香里先生、これからも体に気をつけで、今後の生活を楽しんでいってく

本当にありがとうございました。

し回

きL¥ 

令指東先 との患いで

高域限 (H3本， H5修)

{手車売生と-諸にした、スキ ブ、、 でのピアガーデン、 伊、Jr 
〆
lv

七での飲み会、非常に事しい思い出 いつまでもお元気で、!

'伊東先生にほ急々と……〈持期寄犠〉

{平成4年卒、栄養化学研

{手車売生の号毛頭iことても務まされ

の評究室;こ遊びに行くと、お茶

くれまし~。

また、研究の際もいろいろと助

りがとうございましたりいつま

究がうまく選まない時々、ー

くれて、楽しい時聞を過ごさ

り、手伝ってくれたりー，，一。
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記念会にご協力いただいた方々の芳名 にとどめたいと思います。

石茸圭治J自由襲一，阿部千代治，大沢雑m.，鬼哲p徹雄，土)11正勝，原昭夫，大釜控男

小野伴宮、，佐々木勝毅，山本紘治，曽根一真，高富義治，出村部徳，加々英和明，菅野英夫

生越長吉，伊藤(山谷)幸子，伊藤(藤村〉る号子，黒況晶一，水本(品山)

静藤正幸，小林正行，今俊夫，高原(大境)震予，議士協ニ，朝賀護雄

，秋田功

，築地益雄

，菱沼真理子，蔑木{石)11)洋子，/J、野(矢萩)幹子，小林博明，斎藤

太田(蔀域)俊夫，井版饗昭，香)11謙二，高嶺{申-，葉地邦晃，松田乙産，菊地正志，住諜開

大嶋勝弘，工藤祐夫，佐藤郁夫，吉山友美，Jfffi)11 (北田)喜美子，JI [崎長{言，田村法子

藤井(構)菓子，横山(亀ヶ議〉永子，1宇藤公成j安藤映子，菊池松夫，撞由整，鈴木熟

大矢学A渠各龍一，河野秀軟

清水新司，武山進一，内

，波多野洋一，春S(詑坂)雅子，7.K話克之

11隣，佐藤争開，中村久美子，伊藤{奈〉なほみ

高瀬純子，高播寿幸，壌罰理浩，官ノj京JI顕一，佐々木勝，米倉福一，久能講

上西(村山)玉按，虻JI [美穂子，J1[端(池田)亜古，大多和和彦，懸器範，奥平(佐藤)雅子

武田基義，三謀議一，村井啓示，加藤昇志，熊沢賢二，高域部窓，三浦繋子，大越英明

金城由美子，望月一語、，藤津(石田)能子，舘津公昭，田名網宏，菅生範子，成城るみソニア

，大下聡，高間真，田村車，阜坂長英，狩野，横毘連組，伊藤藤之

井上えちか，目下部洋子，富手真一，藤井千春，吉E美雪，窪田充松崎和佳子，描永袋一

高覆接，千葉斐子，菅原悦子，手探正教

なお、伊東先生の最終講義の模壊はインタ

吉s→志用生物学科→食品北学時究室とたどり

以上 122名の方の協力を得ました。

トのホームページで岩手大学→農学

ことがで



繍集後

「あの頃そして今」といった題で文集者 したのですが

さん忙しいらしく、なかなか集まりませんでした。

れとも、 A4一枚に限定したのが災いしたのだろうか?? ?・

しかし、素晴らしい思い出の道標になると しています。

4次元留の持構斡iとも目盛ちが必要なのです。 T.O 言己

編 集 委

{i; 小野伴患(S 4 2 ，岩 部)

原 昭夫(S 4 1 ，岩 協同組合)

" 大諜続車(S 4 1 ， 技術センター)

" 築地邦晃(S 5 1 ， 研究センター)

" 清水薪奇(S 5 9 ，岩 科

事務馬 岩手大学農学部tt-用生物学科

o 1 9 - 6 2 1… 625  1 
E-mail: tomon@iwate-u.ac.jp 
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